
総論 第１章 第３次船橋市障害者施策に関する計画について 

- 1 - 

 

第３次船橋市障害者施策に関する計画について 

 

１ 計画の位置づけ  

「第３次船橋市障害者施策に関する計画」は、障害者基本法第１１条第３項に基づく市

町村障害者計画であり、船橋市における障害のある人のための施策の最も基本的な計画と

して、また障害福祉サービスや相談支援、地域生活支援事業の提供体制の確保を目的とし、

就労や社会参加の促進、自立支援の充実などを図るため、サービスの見込み量を定めた「船

橋市障害福祉計画」の上位計画に位置づけられています。 

この計画は、市が障害のある人のための施策を実施するに当たっての、施策の方向を示

すものです。また、市民や市民団体が障害のある人を支援していくうえでの指針となるこ

とを期待するもので、国の「障害者基本計画（第２次）」及び「後期重点施策実施５か年

計画」並びに「第四次千葉県障害者計画」との整合性を図り策定された第２次計画を、国

の「障害者基本計画（第３次）」（平成２５年度～２９年度）との整合性を図ったうえで、

本市の障害のある人の状況などを踏まえて見直しを行い、第３次計画として策定するもの

で、市のほかの計画との整合性を図りながら策定されています。併せて、今後市が各種計

画を策定するに当たっての理念と目標を示しています。 

 

２ 計画の期間  

平成２７年度から平成３２年度までの６か年計画とします。 

これは、「船橋市障害福祉計画」との期間の整合性を図ることにより、両計画の一体的

な実施を図るためです。 

なお、今後の社会情勢や障害のある人を取り巻く環境の変化に対応するため必要に応じ

て見直しを行います。 

 

３ 計画の対象  

本計画では、「障害者基本法」第２条に規定されている身体障害、知的障害、発達障害を含む

精神障害、高次脳機能障害、そして難病等によって継続的に日常生活又は社会生活に支障のあ

る人を対象としています。 
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４ 計画の構成について  

「第３次船橋市障害者施策に関する計画」は、「第１部 総論」・「第２部 各論」・「第

３部推進体制」の３部で構成され、「第１部 総論」では「第１章 第３次船橋市障害者

施策に関する計画について」で、「計画の位置づけ」や「計画の期間」、「計画の構成につ

いて」等を示し、「第２章 基本的な考え方」にて計画の「基本理念」や「施策の基本原

則」を示します。 

「第２部 各論」では、「障害の有無によって分け隔てられることなく、誰もが個人と

しての尊厳が重んじられ共生できる社会の実現」を目指して、船橋市が行っていくべき施

策を分野別に７章に整理して示します。 

「第３部 推進体制」では、これらの取組を総合的かつ計画的に推進するための体制を

示します。 

 

５ 策定方法  

今回の策定は前計画である「第２次船橋市障害者施策に関する計画」を引き継ぐ第３次

計画であることから、第２次計画の理念と法律の改正等を踏まえ、新たな計画を策定する

こととしました。 

 今回の計画策定に際し、「第３次船橋市障害者施策に関する計画策定委員会 1」を設置し

ました。あわせて、庁内組織として「第３次船橋市障害者施策に関する計画庁内検討委員

会 2」を設置し、「庁内検討委員会」で検討した計画案を「策定委員会」へ提示し、「策定

委員会」において協議しました。このように連携を図りながら、平成２５年１１月より策

定作業を開始しました。 

 また、計画の策定に先立ち、幅広く市民の声を反映するために「船橋市障害者計画基礎

調査」を平成２５年８月に実施し、実情と要望の把握に努めました。 

 

 

 

 

 
1 「第３次船橋市障害者施策に関する計画策定委員会」は、相談支援事業者やサービス事業者、保健・医療関係者、

当事者団体などから構成される船橋市自立支援協議会の委員２４名と学識経験者２名、公募委員４名の合計３０名と

なっています。 

2 「第３次船橋市障害者施策に関する計画庁内検討委員会」は、計画に関連する４８課で構成されており、策定委員

会との連携を図っています。 

 

 


